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Notes on the feeding habit of Ypthima argus Butler (Lepidoptera, Satyridae) 
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Abstract As a result of the study on the feeding habit, it is revealed that the larvae of 
Ypthima argus feed on Bambusaceae, Pleioblastus chino, as well as other Gramineae plants 
and grew normally from egg to adult. Some information about the ecological interests of Y. 
argus are presented. 
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は じ め に 


ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ Yothima argus Butler 幼虫 の 食 草 は , これ まで イネ 科 , カヤ ツリ グ サ 科 の 広 
い 種 類 と 報告 され て いて (福田 他 , 1984), 実際 に 幼虫 は これ ら の 葉 や 茎 お よび その 周辺 で 見 つか る 
事 が 多い . し か し , 同じ 単 子葉 類 に 属す る タケ 科 植 物 を 摂 食す る 例 は ほとん ど 知 られ て いな いよ う 
で ある . 


筆者 は , タケ 科 の アズ マネ ザ サ Pleioblastus chino (Makino) (以下 , ササ と 記述 ) の 葉 裏 に 本 種 の 幼 
虫 が 静止 し て いる の を 偶然 見 つけ た 事 を きっ か け に , ササ 授 食 の 有無 を 確認 する た め の 調 査 を 試み , 
若干 の 興味 深い 知見 を 得 た の で 報 往 する. 

調査 地 概 要 

今回 野外 調査 を 行っ た 場所 は , 以下 に 記し た 東京 都 町 田 市 内 の 計 4 地点 で ある . 

1. 町 田 市 下 小山 田 (Shimo-Oyamada) 
2: 
3. 





町 田 市 別所 (Bessho) 
町 田 市 小野 路 (Onoji) 
4. 町 田 市 三 輸 (Miwa) 


町 田 市 は 多摩 丘陵 の 南端 に 位置 し , 南北 に 細長 い 地形 で ある . 市 の 北部 や 西部 の 境界 付近 は 谷戸 が 
点 在 す る いわ ゆる 里山 的 な 場所 で , 下 小山 田 と 別所 お よび 小野 路 の 調査 地 は その よう な 中 に ある . 
中 央 部 か ら 南 部 は , ほとん ど 開 発 さ きれ だ 都市 型 環境 で ある . 三輪 が 位置 する 東部 は その 中 間 的 な 場 
所 で , 調査 地 は わずか に 残さ れ た 谷戸 に あり , や や 北部 の 状況 に 近い . 


4 地点 は ほとん ど 似 た 環境 で , 調査 地 の 概 要 は 尾根 か ら 麓 へ と 雑木 林 が 続き , 谷間 に は 水田 や 畑 が 
HO, 林 縁 の 斜面 に は 幅 2m 程 の 農道 に 沿っ て アズ マネ ザ サ の 群落 が 点 在 し , 畑 側 の 路傍 に は イネ 
科 等 の 各種 雑草 が は えて いる . これ ら の 場所 は 年 に 数 回 草刈 り が 実施 きれ , 植物 の 背丈 は 全般 的 に 
低い . 


調査 方 法 
調査 日 は 次 の よう で あっ だ た. 
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Fig.l. Last instar larva of Ypthima argus resting on the reverse side of a leaf of 
Pleioblastus chino (Shimo-Oyamada, Sept. 18, 1994). 

Fig.2. Last instar larva of Ypthima argus feeding on a leaf of Pleioblastus chino (Shimo- 
Oyamada, Mar. 5, 1995). 

Fig.3. Middle instar larva of Ypthima argus resting on the reverse side of a new biting- 
marked leaf (arrow) of Pleioblasius chino (Shimo-Oyamada, Sept. 24, 1995). 

Fig.4. Ypthima argus ovipositing on the reverse side of a leaf other than host plants 
(Shimo-oyamada, Sept. 11, 1994). 

Fig.5. An egg of Ypthima avgus just oviposited on the reverse side of a leaf of Pleiob- 
lastus chino (Shimo-Oyamada, July 30, 1995). 
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Tablel. Larvae of Ypthima argus collected from Pleioblastus chino and its breeding test. 
No. Date Site re de T ae MS rs Emergence eae 

1 Sep. 18, 1994 Shimo-Oyamada L P. chino Oct. 30, 1994 (not emerged) = 

2 Nov. 10, 1994 Shimo-Oyamada M P. chino Apr. 23, 1995 May 8, 1995 17 

3 Mar. 5, 1995 Shimo-Oyamada L P. chino (Parasited/Mar. 31) = 

4 Sep. 24, 1995 Shimo-Oyamada M P. chino Nov. 6, 1995 (not emerged) = 

*L: last instar, M: middle instar. 
Table 2. Larvae of Ypthima argus collected from other plants except Pleioblastus chino and 

its breeding test. 

No. Date Site e RT Be aang dis SA Emergence (T 
1 Sep. 25, 1994 Shimo-Oyamada L P. chino Nov. 19, 1994 (not emerged) = 
2 Oct. 2, 1994 Miwa Y P. chino Apr. 18, 1995 May 4, 1995 16 
3 Oct. 2, 1994 Miwa M P. chino May 2, 1995 May 18, 1995 16 
4 Oct. 2, 1994 Miwa Y P. chino Apr. 24, 1995 May 10, 1995 16 
5 Oct. 2, 1994 Miwa L P. chino Dec. 24, 1994 Jan. 10, 1995 17 
6 Oct. 9,1994 Shimo-Oyamada Y P. chino Apr. 23, 1995 (not emerged) - 
7 Oct. 10, 1994 Bessho L Gramineae May 2, 1995 May 20, 1995 18 
8 Oct. 23, 1994 Miwa M Gramineae Apr. 19, 1995 (not emerged) s 
9 Nov. 3, 1994 Onoji M Gramineae Apr. 20, 1995 May 8, 1995 18 
10 Nov. 13, 1994 Shimo-Oyamada M Gramineae (Died) 5 
11 Dec. 4, 1994 Shimo-Oyamada M Gramineae Apr. 19, 1995 May 8, 1995 19 
12 Mar. 21, 1995 Miwa L Cyperaceae (Parasited/Mar. 24) = 
13 Jun. 18, 1995 Shimo-Oyamada M P. chino Jul. 8,1995 Jul. 16, 1995 8 
14 Jun. 18, 1995 Shimo-Oyamada M Gramineae Jul. 15, 1995 (not emerged) z 
15 Jul. 2, 1995 Shimo-Oyamada M P. chino Jul. 11, 1995 Jul. 20, 1995 9 
16 Aug. 6, 1995 Shimo-Oyamada M P. chino Aug. 30, 1995 Sep. 8, 1995 9 
17 Aug. 6, 1995 Shimo-Oyamada Y Gramineae Sep. 1l, 1995 Sep. 25, 1995 14 
18 Aug. 13, 1995 Shimo-Oyamada Y Gramineae Sep. 7, 1995 Sep. 17, 1995 10 
19 Aug. 13, 1995 Shimo-Oyamada Y P. chino (Died/Aug. 23) - = 
20 Aug. 27, 1995 Shimo-Oyamada Y P. chino (Died/Sep.11) - - 
21 Sep. 15, 1995 Shimo-Oyamada M P. chino (Died) = = 
22 Sep. 21, 1995 Shimo-Oyamada Y Gramineae Nov. 18, 1995 (not emerged) = 
23 Oct. 1, 1995 Shimo-Oyamada M Gramineae (Died) = E 
24 Oct. 10, 1995 Miwa Y P. chino (Died) - = 
25 Oct. 10, 1995 Miwa M P. chino (Died) 5 2 
26 Oct. 10, 1995 Miwa M P. chino (Died) = 3 
27 Oct. 10, 1995 Miwa Y Cyperaceae (Parasited/Oct. 31) x 
28 Oct. 10, 1995 Miwa M Cyperaceae (Died) - - 
29 Oct. 10, 1995 Miwa Y Cyperaceae (Died) - - 
30 Oct. 22, 1995. Miwa Y P. chino (Died) = S 




















*L: last instar, M: middle instar, Y : young instar. 
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Table 3. Oviposition sites of Ypthima argus at Shimo-Oyamada and its breeding test. 





No Date of Oviposition Feeding Date of Date of Emergence Days dur- 
' oviposition site plant hatching pupation ing pupa 

1 Sep. 11, 1994 Back side of (not bred) - s - - 
leaf of weed 

2 Jul. 30, 1995 back side of P. chino Aug. 4, 1995 Sep. 20, 1995 Oct. 1, 1995 11 
leaf of P. chino 

3 Jul. 30, 1995 Stem of Gramineae Gramineae Aug. 4, 1995 Aug.28, 1995 Sep. 6, 1995 9 

4 Aug. 6, 1995 Stem of Gramineae P. chino Aug. 12, 1995 (Died/Aug. 21) E = 

5 Aug. 27, 1995 Back side of P. chino Sep. 2, 1995 (Died/Sep. 8) - - 
leaf of weed 

6 Aug. 27, 1995 Withered branch Gramineae Sep. 2,1995 (Died/Sep. 7) - E 

7 Aug. 27, 1995 Withered branch (not hatching) = 7 E 7 








Table 4. The number of emergence of Ypthima argus when fed Pleioblastus chino 
or other plants to the larvae. 














Feeding No. of No. of No. of 
plant breeding pupae(%) emergence (%) 
Larvae collected P. chino 3 3 (100) 1 (33) 
from P. chino Others* - -(-) zie) 
Larvae collected P. chino 16 9 ( 56) 7 (44) 
from other plants Others* 12 8 ( 67) 5 (42) 
Eggs obtained from P. chino 3 1 ( 33) 1 (33) 
P. chino and other plants Others* 2 1 ( 50) 1 (50) 





*: Gramineae or Cyperaceae. 








日 ; 11 月 : 3 日 , 5 日 , 23 日 ; 12 月 : 3 日 , 17 日 , 29 日 , 2H. 


1996 年 1 月 : 4 日 , 14 日 , 15 A, 21A, 28 日 ; 2 月 : 4 日 , 12 日 , 18 B 25 日; 3 月 : 3 日 , 9 
H, 10 H, 17 H, 24 H, 31H. 


以上 の よう に 合計 67 日 の 調査 を 行っ た . 調査 時 間 帯 は 日 中 で , ほとん ど が 10 : 00-15 : 00 で あっ た . 
1. 野外 調査 


イネ 科 や ヵ ゎぁ ヤツ リグ サ 科 な ら び に ササ の 新しい 食 療 の ある 部 位 を 中 心 に 葉 裏 や 基 お よび その 付近 を 
手当 た り 次 第 に 丹念 に 調べ て 幼虫 を 探索 し た . 産卵 され た 卵 や 見 つけ た 幼虫 は 飼育 の た め に すべ て 
採集 し て 自宅 に 持ち 帰っ た . 

2. 飼育 方 法 

ササ と イネ 科 ( チ ガ ヤ , ノ ガ リヤ ス , エ ノ コ ログ サ 等 ) や カヤ ツリ グ サ 科 ( 種 不明 の スゲ の 仲間 ) を 
食 草 と し て 飼育 し た . 飼育 は , 水 の 入 っ た フィ ルム ケー ス に 食 草 を 差し て か ら 大 型 の プラ スチ ッ ク 
ケー ス の 中 に 入れ , 幼虫 を ケー ス あ た り 1 頭 ず つ 放 ち 入 れ た . 食 草 は 適宜 新しい も の と 取り 替え て 


遇 化 する まで 毎日 観察 を 行っ た . この プラ スチ ッ ク ケ ー ス の 上 面 に は 細か い 目 の 網 を 被せ て 自宅 の 
庭 に 設置 し た ガラ ス 棚 に 並べ , 気象 条件 を 戸外 環境 に 準拠 きせ た . 


な お 幼虫 の 齢 は , 見 た 目 の 大 き さ に よっ て 判断 し , お お よそ 若 ・ 中 ・ 老 齢 の 三 段 階 の 齢 期 に 大 別 し た . 









































結果 


1. 野外 で の 幼虫 発見 状況 


調査 期間 中 に 野外 の 計 4 ケ所 か ら 得 ら れ た 幼虫 に つい て , ササ か ら 得 られ た 幼虫 と ササ を 摂 食 し て 
いた と 思わ れる 幼虫 の 発見 状況 (Table 1) は 次 の と お り で ある . 
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Table5. Breeding test for larvae of Ypthima argus obtained from 
Gramineae or Cyperaceae. 


Feeding No. of No. of No. of 
plant breeding pupae(%) emergence (96) 
Breeding from P. chino 7 3 (43) 2 (29) 
young instar Others* 4 2 (50) 2 (50) 
Breeding from P. chino 9 6 (67) 5 (56) 
middle or last instar Others* 8 5 (63) 3 (37) 


*・ Gramineae or Cyperaceae. 


Table 6. Days during larval stage of Ypthima argus from hatch- 
ing to pupation in non-hybernated larvae. 


Feeding plant No.of larva Days 


Eggs obtained from P. chino 1 47 
P. chino and other plants Others* 1 24 


* : Gramineae or Cyperaceae. 


( 例 1) 農道 棋 の ほとん ど サ サ ば か り の 斜面 に お いて , ササ の 葉 裏 に 本 種 の 老齢 幼虫 が 静止 し て いる 
の を 偶然 見 つけ た . この 斜面 は 南 に 面 し て 日 当たり が 良く , 年 に 何 度 か 草刈 り が 行わ れる た め サ サ 
の 背丈 は 全般 的 に 低かっ た . 幼虫 の いた 葉 は 高き が 約 30 cm で 周囲 より 若干 高く , TORRESE o 
た が この 幼虫 が 食し た 跡 か どう か は 不明 で あっ た (Fig. 1). 


(Bill 2) 雑木 林 の 端 の 北 に 面 し た 斜面 に お いて , 新しい 食 彰 の ある 高き 20 cm の ササ の 周囲 を 調べ た 
LOA, 根元 の 枯 枝 に いた 本 種 の 中 齢 幼虫 を 見 つけ た . 半径 30 cm 以内 に は イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 
科 は 見 られ な か っ た . 


(Bil 3) 例 1 の 場所 か ら 約 20 m 離れ た 地 続き の 西南 に 面 し た 斜面 で まさ に ササ を 摂 食 中 の 老齢 幼虫 
を 見 つけ た (Fig.2). この ササ の 葉 は 地表 より 約 3 cm の 高き で あっ た . や は り 周 囲 に は イネ 科 等 の 
植物 は 見 られ な か っ た . 


( 例 4) 例 3 と ほとん ど 同 じ 場 所 で , 新しい 食 療 の ある ササ の 葉 裏 か ら 中 齢 幼虫 を 見 つけ た (Fig. 3). 
この 葉 も 地表 に か な り 近 く 約 3 cm の 高き で あっ た . 


次 に ササ 以外 の 他 の 植物 か ら 得 られ だ 幼虫 の 発見 記録 を 示し た (Table 2). 

2. 産 付 場所 

調査 期間 中 , 確認 し た 産卵 箇所 の 概要 を Table 3 に 示し た . 興味 深い 産卵 状況 は 以下 の と お り で あ 
る . 








( 例 1) 成虫 が 食 草 と 思わ れ な い 植 物 の 葉 裏 へ 産卵 する の を 目撃 し た . 場所 は 林道 の 入口 の や や 薄 暗 
い 斜 面 で , 周囲 に イネ 科 等 の 植物 は ほとん ど な く ササ が 点 在 し て いた (Fig. 4). 


( 例 2) 成虫 が ササ の 葉 裏 へ 産卵 する の を 目撃 し た . 場所 は 日 当たり の 良い 斜面 で , 周囲 に は イネ 科 
等 の 植物 も 点 在 し て いた . 直前 か ら 急 に 風 が 強く な っ た た めか , 風下 に な っ て いる その 場所 まで 飛 
行 し て か ら 産 卵 し た (Fig. 5). 


3. 幼虫 の 飼育 結果 


野外 より 得 られ た 幼虫 お よび 卵 の 飼育 結果 を 同じ く Table 1, Table? 2 な あび に Table3 に 示し た . 
ササ と カヤ ツリ グ サ 科 か ら 得 た 幼虫 の 中 で 寄生 きれ て いた 3 個体 の 幼虫 か ら は 寄生 者 が 脱出 し て 宿 
Xx (幼虫 ) OE CHMELOCHE GIO, その 中 か ら 寄 生 バ チ ( 種 不明 ) が 発生 し た . 
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Table 7. The number of emergence of Ypthima argus when fed Pleioblastus chino or other 
plants to the hybernated larvae. 








Feeding No. of No. of No. of pupae before | No. of 











plant breeding pupae(%) hybernation(%) emergence (%) 
Larvae collected P. chino 3 3 (100) 2 (67) 1 (33) 
from P. chino Others* 0 0( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 
Larvae collected P. chino 11 6 ( 55) 2 (18) 4 (34) 
from other plants Others* 9 5 ( 56) 1 (11) 3 (33) 
Eggs obtained from P. chino = SER) eu e) BU) 
P. chino and other plants Others* - -(-) =(=) ==) 











* : Gramineae or Cyperaceae. 


Table 8. Days during pupal stage of Ypthima argus after or before hybernation. 





























Feeding Before hybernation After hybernation 
plant no. min. max. avr. no. min. max. ayr. 
Larvae collected P. chino 1 17 17 17 
from P. chino Others* - = = = = 
Larvae collected P. chino 3 8 9 8 4 16 17 16 
from other plants Others* 2 10 14 12 3 18 19 18 
Eggs obtained from P. chino 1 11 11 11 - - = - 
P. chino and other plants Others* 1 9 9 9 - = ー = 








*: Gramineae or Cyperaceae. 


供 試 食 草 別 の 個体 数 や 羽化 数 な ど に つい て 集計 し た 結果 を , Table 4 に 示し た . ササ で 飼育 し て 羽 
化し た の は , ササ か ら 得 られ た 幼虫 群 で 1 個体 ,。 イ ネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 か ら 得 られ た 効 虫 群 で 7 
個体 , お よび 卵 か ら 骨 化 させ た 幼虫 群 で 1 個体 で あっ た . 試料 の 多かっ た イネ 科 や や カヤツリグサ 科 
か ら 得 られ た 幼 申 群 で , 羽化 率 を 供 試 食 草 別に 比較 し て みる と 差 が な いこ と が わか っ た . 


し か し , 同じ 幼虫 群 で 顕 化 率 を 供 試 食 草 別 に 比較 し て みる と , ササ で 飼育 し た 方 が 若干 低い 結果 と 
な っ て いる . 飼育 中 の 観察 で は , W(bxcsSes3uUuvz mos SIdlqImomSqs ome 
き の 悪 き が 原因 で あっ た よう に 思わ れ , 特に 1995 年 8 月 中 旬 か ら 9 月 初旬 に か け て の 著 い 時 期 に , 
卵 か ら 飼育 し た 骨 化 直後 の 幼虫 や 野外 か ら 持 ち 帰 っ た 若 和 齢 幼 氷 は あま り 摂 食 せ ず 死亡 し て いる . 


そこ で 若 齢 時 の 摂 食 に 注目 し , 同じ イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 か ら 得 られ た 幼 申 群 で 飼育 開始 時 す な 
わ ち 供 試 食 草 を 摂 食し 始め た 時 に 若 齢 か 中 ・ 老 齢 で も あっ た か に 分 け て 護 化 数 を 供 試食 草 別 に 集計 し た 
結果 を Table 5 に 示し た . Ape ovo CH LU eE FLARE DOB pb bore. 試料 
は すく な い が , Table 4 TR L ZEND o Sb UL eH EO GID oERRBRAEBALE SOS 
同じ よう な 結果 と な っ て いる . 


RW IMEEE > 5 WHEE TOYRAN zo, Table 6 に 示し た . 幼虫 期間 は , 供 試食 草 別 に 各 1 
例 で は ある が ササ を 摂 食し た 個体 の 方 が イネ 科 を 摂 食 し た 個体 より 約 1 ケ月 弱 長 く 経過 し た . 詳細 
な 齢 数 は 把握 し て いな い が 若 齢 期間 が 長かっ た よう に 思う . 

続い て 越冬 前 に 遇 化し た が ほとん ど が 羽化 で て きず, 羽化 し た 1 頭 も 真生 の た めか 羽 が 伸び きら な 
か っ た 事例 が あっ た 事 か ら , 越冬 飼育 の み を 抽出 し て 本 able 4 と 同様 に 集計 し た 結果 を Table 7 に 
示し た . ここ で は 羽化 率 に は 供 試食 草 別 の 差 は な か っ た だ ものの, ササ で 飼育 し た 個体 群 の 越冬 前 の 
上 踊 化 率 が 高い こと が わか っ た . 


最後 に , 下 期間 に つい て 非 越冬 と 越冬 に 別け て 供 試食 草 別に 集計 し た 結果 を Table 8 に 示し た . 羽 
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ft PRO SEHE, 非 越冬 個体 と 越冬 個体 間 で は 差 が ある も の の 両者 と も 食 草 に よる 差 は 認め られ 
な か っ た . 


以上 の 結果 か ら は , 本 種 の 若 齢 幼虫 に たと っ て , ササ は イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 植 物 と 比べ 食 草 と し 
て 必ず し も 好適 で は な い が , 全 幼 虫 期 を 通じ て 羽化 まで 至る こと の で きる 食 草 と し て 成り 立つ と 章 
断 さ れ た . ちな み に 飼 育 全般 に お いて , 中 齢 以降 の 幼虫 の 食欲 は ササ と イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 植 
物 と の 差 は な いよ うに 見 え , 羽化 し た 個体 の 大 きき さも 野外 の 成虫 と 途 色 な か っ た . 


考 g 


ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 幼 虫 の ササ 摂 食 に 関し て は , HACCP SLBAPOMASRALKE TERS 
びに 全 幼 虫 期間 を 通じ て ササ の 葉 を 摂 食 きせ る 飼育 試験 に よっ て も 成虫 へ と 無事 に 羽化 し た こと に 
より , 少な く と も ササ は 本 種 の 食 草 の 一 種 に な りう る と 判断 し た . も ちろ ん タケ 科 は イネ 科 や カヤ 
ツリ グ サ 科 と 同じ 単 子葉 植物 で あり , 日 本 産 の ジャ ノ メ チ ョ ツウ 科 は これ ら 3 科 の どれ か 1 科 あ る い 
は 複数 の 科 に わた っ て 食 草 と し て いる 事実 か ら も この 判断 は 不思議 な こと で は な い . し か し , 当地 
に お いて 密度 が 決し て 低く な い サ サ で の 幼虫 発見 例 が イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 に 比較 し て 圧倒 的 に 
少な い の は , ササ が 好適 な 食 草 で は な いか ら だ と 思わ れる . それ で は , な ぜ サ サ を 摂 食 し て いた の 
か , 摂 食し て 正常 な 成長 が で きる の か に つい て , 「 サ サ を 摂 食 する 理由 ] | 成長 速度 ] と し て 以下 の よ 
う に 考察 し て みた . 


1. ササ を 摂 食す る 理由 


初め に , 初 齢 か ら の 摂 食 に つい て 考察 する . 今回 の 調査 で は , 本 種 の 母 忠 が ササ へ 直接 産卵 し た の 
を 目撃 し た が , 食 草 と は 思わ れ な い 植 物 や 他 の 物体 に も 産卵 する 例 を 見 か けた . 後者 の よう な 例 は , 
数 量 的 に 把握 し て いな い が 頻 度 的 に は か な り 高 いと 感じ て いる . し た が っ て , ササ へ の 産卵 行動 は 
食 草 へ の 本 来 の 産卵 行動 で やわ っ た と 確定 で き な い 可能 性 も 考え られ る . し か し な が ら , これ ら の 卵 
か ら 峰 化し た 幼虫 は 食 草 探し の た め 移 動 し , イネ 科 植 物 と と も に ササ に つき あたる 可能 性 は 十分 に 
あり , その まま 摂 食し 最終 的 に は 羽化 に 至る こと も 予想 され る . 次 に , 若 齢 以降 の 授 食 に つい て 考 
えて みた い . 越冬 中 の 本 種 は ほとん ど 摂 食し な いと 思わ れ , 一 般 的 な 食 草 で ある イネ 科 や カヤ ツリ 
グ サ 科 も この 時 期 は 枯れ る 種 が 多い . し か し , 越冬 終期 頃 の 3 月 5 日 に 野外 に お いて ササ を 摂 食 中 
の 幼虫 を 発見 し た 事 か ら み て , 越冬 前 後 の 温暖 な 日 に は 枯れ て いな い サ サ も 授 食 対象 と する の で は 
な いか と 考え られ る . 同様 に , 越冬 期 以外 の 他 の 季節 に お いて も 周囲 に イネ 科 や や カヤツリグサ 科 植 
物 が 不足 し て いる 時 に は や む を え ず ササ を 摂 食し て , 当該 地 の 本 種 個体 群 の 保持 に 寄与 し て いる こ 
と が 考え られ る . 


2. 成長 速度 


成長 速度 は 比較 の 問題 で あり , 多く の 試料 か ら の 統計 的 処理 に よる 考察 が 必要 で あろ う . SHOR 
査 は 試料 が 少な か っ た と と も あり , ここ で の 考察 は 仮説 と し 今後 の 調査 の 指標 と し た い . 


本 種 が ササ を 摂 食 し た 時 の 成長 速度 は イネ 科 や カヤ ツリ グ サ 科 植 物 の それ と 比べ 遅く な り , 特に 若 
齢 時 に その 影響 が 大 きい と 思わ れる . 原因 と し て , ササ が 栄養 的 に 不 十 分 な の か , 物理 的 に 摂 食 困 
難 な の か 等 が 考え られ る . 


また , 越冬 し た 飼育 個体 の うち 10 月 30 日 以降 の 越冬 前 に 咽 化 し た 事例 に 関し て , 次 の よう に 考え 
る . 本 種 の 遅い 採集 例 は 他 地 方 で 11 月 初旬 と 報告 され て お り (福田 他 , 1984) 当地 で 筆者 の 見 た 
成虫 の 最も 遅い 時 期 も , 三輪 に お ける 1995 年 11 月 5 日 で ある . AMOS 4 ACTH 10 日 と 仮 
定 し て みる と , これ ら の 個体 は 遅く と も 10 月 24 日 頃 ま で に は 遇 化 し て に た と 思わ れ , 自然 状態 で 
は 10 月 下旬 まで に 遇 化 し な いい 幼虫 は その まま 越冬 する の で は な いか と 思う . この 事 は , fixum 
以降 か ら 終 齢 の いろ いろ な 段階 の 幼虫 で 越冬 する と 考え られ る と 報告 され て いる (福田 他 , 1984) 
こと か ら も 理解 で きる . すなわち 10 月 下旬 か ら 越 冬 前 の 遇 化 は 正常 で は な いと 言え る . 異常 な 時 期 
DIMER, ササ で の 飼育 だ け で な く , 本 来 正 常 で ある べき イネ 科 植 物 で の 飼育 で も 発生 し て い 
る こと か ら , 原因 と し て は 温度 管理 な どの 飼育 方 法 の 不備 が 指摘 で きる で あろ う . し か し な が ら サ 
サ で の 飼育 個体 の 方 に 多く 発生 し て いる こと か ら , ササ が 上 虹 化 時 期 の 異変 を 加速 し た と 考え られ る 
23, 成長 速度 すなわち 虹 化 時 期 が 早まっ た か 遅く な っ た か は 不明 で ある . 
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以上 の よう に , アズ マネ ザ サ が ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 幼 虫 の 食 草 の 一 種 と な りう る 事 を 指摘 し た が , 
飼育 方 法 の 不備 や 供 試 材料 の 不足 の 他 , 数 量 的 な 把握 に 欠け た 事 な ど 反省 する 点 が 多かっ た . そこ 
で 今後 は これ ら の 点 を 検討 し な が ら さ ら に 詳細 な 調査 を 続け た いと 考え て いる . 
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Summary 


Ypthima argus Butler is one of the very common satyrids in Japan and its larvae are known to 
feed on grasses of Gramineae and Cyperaceae plants (Fukuda e£ a/., 1984). In the autumn of 
1994 and the spring of 1995, I found three examples that the larval Y. argus fed on a kind of 
bamboo grass, Pleioblastus chino (Makino) (Bamusaceae), at Machida, Tokyo. The feeding test 
in this plant showed a normal growth from egg to adult, and P. chino is newly added to the host 
plants of Y. argus. 
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